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ヘ ノ ツ ホ 氏 腹 性 紫 斑 病 ノ2例

岡山醫科大學津 田外科 教室(主 任津田教授)

醫學士 越 宗 正

[昭 和17年4月2日 受稿]

      第1章 緒 言

 出血 性 素 質 ヲ分 類 シ テ血 管器 ノ透 過 性 ノ變 化 ニ

ヨル モ ノ.血 液 ノ形態 學 的 成分 即 チ血 小 板 ノ變 化

ニ ヨル モ ノ及 ビ血 液 ノ化 學 的成 分 ノ變 化 ニ ヨツ テ

起 ル モ ノガ アル.第1及 ビ第2ノ 條 件 ニ ヨル モ ノ

トシ テハWerhof氏 病竝 ニ種 々 ノ傳 染病,自 家

中毒,血 液 病,中 毒 等 ノ場 合 ニ來 ル血 小板 減少 ヲ

伴 フ出血 性 素 質 ガ之 ニ屬 スル.第1及 ビ第3ノ 條

件 ニ ヨル モ ノハ血 友 病,纎 維 素 原 減 少症 ガ ア ル.

第1ノ 條 件 ニ ヨル モ ノ トシ テ ハ 所 謂Schonlein-

Henoch'sche Purpuraガ アル.

 余 ハ 皮 膚 ニ多數 ノ 出血 斑 ヲ生 ジ關 節 痛,排 尿 痛,

腹 部 疼 痛 等 ノ症 状 ヲ訴 へ且血 液 像 ニ血液 形 態 學 的

成 分,化 學 的 成分 ユ特 有 ノ變 化 ヲ見 ザ ル 臨牀 上 明

ラ カ ニHenoch氏 腹性 紫 斑 病 ノ患 者2例 ヲ最 近 經

驗 シ,其 ノ内1例 ハ最 後 ニハ尿 毒 症 ノ如 キ症 状 ニ

テ斃 レタル ヲ以 テ 剖檢 シ タ.Henoch氏 腹性 紫 斑

病 ハ 臨 牀 上極 ク稀 ナ疾 患 デ ハ ナ ク,本 邦 文 獻 ニ徴

スル モ報告 サ レタ モ ノガ既 ニ70例 ヲ越 ユル モ,コ

レガ 剖 檢例 ハ極 ク稀 デ ア ツテ,本 邦文 獻 ニ梁 氏 ノ

1例 ガア ル外,外 國 文 獻 ニモ甚 ダ 少 イGlanzmann

氏 ハHenoch氏 腹性 紫 斑 病 ヲAnaphylaktoide

Reaktionニ ヨツ テ生 ズ ル モ ノ ナ リ トシ タ ガ,余 等

ハ 臨林 上其 ノAllergenニ 就 テハ コ レ ヲ證 明 シ得

ナ イガ,剖 檢 上 内 臟 諸臟 器 ノ到 ル 處 ニAllergische

Reaktionsherdeガ 認 メ ラ レ タ.本 例 ノ如 ク顯 著

ナ所 見 ヲ呈 セル例 ハ世 界 文 獻 ニモ 記 載 ガ ナ イ樣 デ

ア ツテ,余 ハ本 例 ガGlanzmann氏 ノ説 ニ剖檢 的

見 地 ヨ リ左 袒 スル モ ノ トシテ茲 ニ報 告 ス.

第2章 臨牀例

第1例 入 ○ 宮 ○ 〓 25歳

入 院 昭 和14年2月24日

退 院 昭 和16年4月2日

主 訴. 四肢 發 疹. 關 節痛. 腹 痛

家族 歴.父 ハ41歳 ニテ頸 部 「カル ブ ンケル 」ニ

テ死 亡.母 ハ58歳 ニテ健 康.兄 弟 ナ ク獨 身.幼 時

ヨ リ患者 ハ概 シ テ健康 ナ リキ.

 現病 歴.昨 年12月 末 ヨ リ留 針頭 大 ノ赤 イ斑點

ガ兩 側下 肢 ノ前 面 ニ 現 ハ レ,本 年1月20日 ニ兩

側 ノ上腿 カラ下 腿 前 面 ニカ ケ テ腫 脹 シ痛 ミ歩 行 不

能.2月 ニハ 兩 側 肘 關 節 伸展 部 ニ急 ニ腫 脹現 ハ レ

痛 ミシ モ2-3日 ニ テ消 散.斑 點 ガ 出 ル ト輕 度 ノ

〓 痒 感 ア リ.其 ノ後度 々四肢 關 節 伸展 側及 ビ頭 髪

部,眼 瞼 部 ニ斑 點 出沒 シ,同 時 ニ足背 腓 腸 筋部 脛

骨 縁 ガ痛 ム.四 肢 ノ關 節 ハ多 少 腫 脹 シ輕 度 ノ痛 ア

リ.四 肢 ノ關 節 部 等 ノ斑 點ハ 「ビ タ ミ ンC」 ヲ注射

スル ト消失 シ タ.2月16日 ニ急 ニ赤 イ斑 點 ガ出現

スル ト同時 ニ腹 痛 ヲ訴 ヘ,腹 痛 ト共 ニ排 泄 サ レタ

糞 便 ハ新 鮮 ナ ル血 液 ヲ含 ミ黒 褐 色 デ ア ッ タ.コ ノ

疝 痛 ハ1日 ニ3囘 位 發 作 性 ニ現 ハ レ,疝 痛 ト同時

ニ嘔 吐 ガ ア リ時 ニハ血 性 或 ハ「コー ヒ ー」樣 ノ モノ

ヲ嘔 吐 セ リ.病 痛 發 作 以 外 ノ時 デ モ臍 ヲ中 心 トシ

タ部分 ニ壓 痛 ヲ訴 ヘ タ.體 温 ハ 正常.
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ヘノツホ氏 腹性紫斑病 ノ2例 1475

 現症.昭 和14年2月24日 入 院 當 時.

 一 般 所 見.體 格 虚 弱,身 長 大,榮 養 ハ惡 ク,筋

肉 ノ發 育不 良,顏 貎 正常.皮 膚 ニ貧 血 ア リ,瞳

孔 中等 大,左 右 同大,對 光友 應 迅 速,眼 瞼 結 膜 ニ

モ 貧血 ヲ見 ル.舌 ハ濕 潤 ナ レ ドモ 舌 苔 ア リ.脈 搏

整調,中 等 大,緊 張 良,血 壓 ハ最 高100mm,最

低60mm.呼 吸 ハ安 靜 ニ シテ咳 嗽 喀痰 ナ シ.睡 眠

ハ腹 痛 ノ爲 メ不良,食 慾 不 良,糞 便 ハ赤 褐 色血 樣

ニ シテ囘數 多 シ.心 臟 ニ著 變 ナ シ.右 肺 後部 ニ ハ

小 ナル 「ラ ツセル 」ヲ聴 ク.肺 肝境 界 ハ第6肋 骨,

肝,脾 ヲフ レナ ィ.

 尿 所 見.黄 色 溷 濁.酸 性,比 重1.034,蛋 白 ハ陽

性 ナ レ ドモ糖 ハ陰 性.檢 鏡 スル ニ白血 球 及 ビ上皮

細胞 ヲ多數 證 明セ リ.

 糞 便 所見.消 化 良,潜 出血 陽 性,蟲 卵 ナ シ.

血 液 所見.赤 血球450萬,白 血 球21.000.　 Hgb

ハSahliニ テ80%,血 液 像 ハ 中性 多 核 型 白血 球

71%,淋 巴細 胞24%,單 核細 胞5%,血 液型B型.

ワ氏 反 應 陽 性.尚 ホ赤 血 球 沈 降速 度ハ ウ エ スタ ー

グ レ ン氏法 ニテ1時 間3mm,　 2時 間7mm

・局 所 所見.

 兩側 腕 關節 伸 展 側,前 膊特 ニ外 側 ヨ リ手背 ニカ

ケ テ多 數 ノ粟粒 大 ヨ リ豌 豆大 ノ赤 褐 色斑 點 ア リ.

試 ミニ硝子 壓 診 ヲ加 フルモ 其 ノ形 態,色 彩 ニ少 シ

モ變 化 ヲ來 サ ナ イ.手 指 ハ 冷 ク フ レ稍 々紫 色 ニ シ

テ,指 壓 ヲ加 フル モ褪 色 セズ.兩 側膝 關 節,下 腿,

足背 ニ多數 ノ赤 褐 色 ノ斑 點 ア リ冷 シ.足 背 動脈,

尺骨 動脈 ハ 脈搏 ヲ良 ク觸 レル.腹 壁 ハ平 坦稍 々緊

張 シ腫 瘍 ノ如 キモ ノ ヲ觸 レズ.腹 水 モ證 明 セ ズ.

臍 部 ヲ中心 トシ タ部 分 ニ壓 痛 ガ アル.四 肢 關 節 ノ

運動 痛 ハ ナ シ.頭 部 有髪 部,眼 瞼 結 膜 ニモ 赤 イ斑

點 ア リ.

 入 院 中 ノ經 過.

 24/II 左 眼 瞼結 膜 ニ赤 斑 現 ハ ル.「 ア ス コル

チ ン」 注射.鹽 化「カル シ ウ ム」注 射.

 25/II 上 腹 部 ニ疝 痛 ヲ訴 ヘ血 性 便4囘.「 ア ス

コルチ ン」 注 射.

  26/II 夜 中 ヨ リ早朝 ニカ ケ テ3囘 嘔 吐.吐 物

 ハ 「コ ー ヒー」樣 ニ シ テ血 液 ハ認 メラ レズ.尿 中 ニ

 赤 血 球 ガ 多數 認 メラル.「 カル シ ウ ム」 注射.

  28/II 昨 夜 ヨ リ今朝 ニカ ケ テ臍 部 ニ疝痛 ア リ

 嘔 吐5囘.輕 イ赤褐 色 ノ便.食 慾 不 良.「 ロヂ ノ ン

 カル シユ ー ム」 注射.

  3/III 一 昨 日 ヨ リ腹 痛 ハ 消 散.僅 ニ臍 部 ニ壓

 痛 アル ノ ミ.上 下肢 ノ紫 斑 モ褪 色 シ 自覺 的 ニ モ氣

 分 良 好.昨 日 ヨ リ排 便 ナ シ.「 ロヂ ノ ンカル シ ウ

 ム」 注 射.

  4/III レ線的ニ腸 ヲ診ル ニ十二指腸球部 ヨリ

以 下 ニ於 テ小腸 擴 張 ヲ認 メ通過 障碍 ニ ヨル 蠕 動 亢

 進 ヲ認 メ,小 腸 相 互 ノ癒 着 セル モ ノ ノ如 シ.

  5/III 一 昨 日 ヨ リ腹 痛 現 ハ レ 同時 ニ 兩側 四 肢

 伸展 側 ニ紫 斑 出現 ス.「 ク ロ ール カル シ ウム」 注

 射.

  8/III 今 朝 ハ腹 痛 ナ ク,四 肢 ノ紫 斑 モ褪 色 セ

 リ.食 慾 稍 々良好.「 ロヂ ノ ン・カル シ ウム」 注

 射.

 10/III 腹痛 モ輕 度 トナ リ紫斑 モ腿 色.

 13/III 腹 壁緊 張 シ腹 痛 甚 シ.「 ビ トン」注 射.

「バ ビナ ール」注射 .「 ユ ンブ ラ ール」内服.

 24/III 腹 痛 ア リ.0.1%硫 酸 「ア トロ ビ ン」5

滴 ヲ水 ト共 ニ内服 セ シ ム.又 「ゲ ラチ ン」10g,

鹽10g,乳 酸 「カル シ ウム」3gヲ 散 藥 トシ テ 用

フ.

 25/III 朝 ハ38℃ ニ發熱 シ嘔吐 數 囘 ア リ.食 慾

ナ シ,0.1%「 ア トロ ビ ン」5滴 内 服 セ シ メタ ル ニ

腹 痛 ハ輕 快 セ リ.

 31/III 皮 膚 ハ 蒼 白 トナ リ,腹 痛 ハ去 リタ ル モ

食 慾 ハ ワル ク發 熱 モ ナ シ.四 肢 紫 斑 退 散 ス.尿 中

赤血 球 減 少 シ蛋 白質 モ減 少 セ リ.

 斯 ク ノ如 ク四 肢 ノ紫斑,頭 部 有髪 部,限 瞼結 膜

ノ紫 斑 ハ 出沒 シ,腹 部 疝痛 モ 出沒 セ リ.然 レ共 發

熱 ハ 時折 現 ハ ル ル ノ ミニシ テ,尿 中 ニ モ赤 血 球 ノ

出 現 ア リ,蛋 白 モ輕度 ニアリ 稍 々溷 濁 セ リ.

尚 ホ血 液所 見 ヲ列 記 ス レバ次 ノ如 シ.
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 赤血 球 ハ時 ニ減 少 シ消 長 ア リ,白 血 球 ハ増 加 セ

ル モ ノハ快 方 ニ赴 ク ニツ レテ減 少 シ,血 小 板,出

血時 間 ハ殆 ド正 常範 圍 ニ ア リ,凝 固時 間 モ正常 範

圍 ニア リ.

第2例 今井某 18歳 男子 商店員

入院 昭和14年6月11日

退 院 昭和14年6月6日(死 亡)

主訴. 紫斑. 腹部疼痛. 關節痛

家族歴. 祖父母 共 ニ死亡セルモ特記事項 ナシ.

父 ハ概 シ デ虚 弱 ニテ近 年 腎 炎 ニ惱 ム.母 ハ 強 健.

兄 弟6人 ノ中 ニテ患 者 ハ 第5子 ニ テ第1子 ハ 「腸

チ ブ ス」 ニ テ死 亡 シ,第4子 ハ心 臟 病,第6子 ハ

虚弱.尚 ホ特 記 スベ キ ハ血 族 關係 ニ シ テ父母 ハ從

兄 妹 ノ關 係 ニ テ,又 父 側 ノ祖 父母 モ從 兄 妹 ノ關係

デ婚 姻 セ リ.結 核 及 ビ癌等 ノ素 因 ヲ認 メズ.

 既 往 症.小 兒期 ニ時 々衂 血 及 ビ齒 齦 出 血 ア リ.

併 シ,今 日迄 皮膚 ニハ 溢血 斑 ハ決 シ テ認 メナ カ ッ

タ.其 ノ他2歳 ノ時 肺 炎,又 時 々扁 桃 腺 炎 ニ罹 レ

リ.性 病 ナ シ.煙 草,酒 ハ 嗜 マ ズ.

 現 病 歴

 患 者 ハ 死 亡 前約1箇 月半 ニ右 側腹 部 盲 腸 部 ニ疼

痛 ア リテ蟲 垂 炎 ト云 ハ ル.約 半 月前 ヨ リ何 等 ノ誘

因 ナ ク シ テ左 右 兩 側 上肢 ノ疼 痛 ア リ.又 足 關 節,

膝 關 節 ノ輕度 ノ疼 痛 ア リ.

 更 ニ腰 痛,頭 痛,上 腹 部 ノ疼痛 等 ヲ訴 フル ニ至

レ リ.死 亡前 ノ12月 頃 ニ左 右 下腿 ニ鮮 血 色點 状 乃

至 豌 豆 大 ノ出血 斑 ヲ生 ゼ リ.斯 ク ノ如 キ出 血斑 ハ

其 ノ翌 日ハ 上腿 又ハ 其 ノ翌 日ハ兩 前 膊 ニ生 ゼ リ.

コ ノ新 鮮 ナ ル紫 斑 ハ 暗 赤 色 トナ リ更 ニ暗 紫 色 ノ順

ニ移 行變 色 セ リ.其 ノ頃 ニ於 ケ ル便 通 ハ規 則 正 シ

ク大 便 中 ニ血 液 ヲ混 ゼ ザ ル モ排 尿 痛 ア リ.尿 量 僅

少 ナ リキ.

 患 者 ハ最 初當 大 學 病 院皮 膚 科 ニ「リウマ チ ス」性

紫 斑 病 トシテ入 院 加 療 ヲ受 ケ タ ルモ,腹 部 疝痛 現

ハ レ大便 中 ノ潜 血 腸 性 トナ リ尿 中 ニ赤血 球 ノ多 量

ノ 出現 ニ ヨ リ當 科 ニ轉 科 入 院 セ リ.

 現 症.昭 和14年6月11日 入院 當 時.

 一 般所 見.體 格 強健.身 長 中等 大.榮 養 良 好.

筋 肉 脂 肪 發 育良 好.體 重48kg.瞳 孔 中等 大 左右

同大.對 光反 射 迅 速.眼 瞼結 膜 正 常.脈 搏整 調,緊

張 良.血 壓 ハ最 高 血 壓140mm,最 底 血壓92mm.

體 温37.5.℃.睡 眠 不 良.食 慾 不良.便 ハ祕 結.心

臟 肺 臟 ニ著變 ナ シ.肺 肝境 界 ハ判 然 セ ズ.痔 核 ア

リ.

 尿 所見.尿 ハ當 科 轉 科 前 ノ皮膚 科 ニ於 テ ハ黄褐

色 透 明 ナ リシモ,當 科 入 院 當 日ハ血 性 トナ リ酸 性,

比 重 ハ尿 量 少 キ タ メ測 定 不能.蛋 白陽 性.糖 陰 性.

檢 鏡 的 ニ圓 桂 ア リ,腎 臟 上 皮 細 胞 ア ル モ細 菌 ヲ證

明 セ ズ.赤 血 球 白血 球 甚 ダ多 シ.尿 量100-150cc

 糞 便 所 見.消 化 良 キ 軟便.潜 出血 陽性.蟲 卵 ナ

シ.

 血 液 所 見.赤 血 球274萬.白 血球26.700. Hgb

80% Sahli.血 液 像 ハ 中性 多 核型86%,淋 巴球

10%,單 核細 胞4%.血 小 板12萬4千.凝 固時 間

26℃ 食 鹽 水 中 ニ テ13分.出 血時 間 ハ稍 々延 長 シ

テ6分.血 液 型 ハO型.

 〓氏 反 應 陰 性.血 液 沈 降速 度 ハ ウエ ス ター グ レ

ン 氏 法 ニ テ1時 間18mm, 2時 間46mm, 24時 間

103mm
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 局所所見.

 腹部 ハ強 ク膨滿 シ臍窩消失セルモ腸蠕 動不安 ナ

シ.下 腹壁緊張シ腹痛 ア リ.肝 臟脾臟 ヲ觸 レズ.

肝臟濁音界不明瞭.

兩 側 ノ肘 關 節部 ニ 自發 痛 ア リ,壓 ス レバ 激痛 ヲ

訴 フ.伸 展 側 ニ紫斑 ア リ.兩 側 大腿 内 側,兩 側 下

肢 伸 展 側 ニ紫 斑 ア リ.右 側 膝 關 節稍 々腫 脹 シ,皮

膚 ノ發 赤 ナ キ モ輕 度 ノ局 所 熱 感 ア リ.自 發 痛 壓痛

ア リ.膝 蓋骨 跳 動 ハ 認 メズ.下 肢 ニハ浮 腫 ナ シ

紫斑 ハ壓 スル モ褪 色 セ ズ.膀 胱 鏡 檢 査 ヲナ スニ輸

尿 管 ロハ 正常 ナル モ尿 ノ膀 胱 内 ヘ ノ流 出 ハ甚 ダ遲

レ,特 ニ右 側 ニ甚 シク30分 ニ テ モ 尚 ホ流 出 ヲ見

ズ.恐 ラク 輸 尿管 ガ何 ラ カ ノ機 構 ニ ョ リ閉 塞 セ ラ

レタモ ノ ト考 ヘ ラ レル.

 入 院後 ノ經 過.

 11/VI 輸 血,腹 部 ノ温 罨法.「 ア スコル チ ン」

注射.「 ガ ス」拔 キ,浣 腸.無 尿.

 12/VI 腹部 濕 布.血 性尿 ノ自然 排 尿100-50cc

蛋 白陽性.

 13/VI 血 性 尿 少量.胃 ニ ヨ リ血 液 ヲ混 ゼ ル食

物 殘渣.「 コ ア グ ロー ト」,「ア スコ ル チ ン」,「ヘ サ

チ ラ ミン」 注射.輸 血.濕 布.

 14/VI 腹 部 中等 度 ニ膨 滿 シ注 腸,「 ガ ス 」拔 キ

ヲ行 フ.腹 部全 體 ニ不 快 感 ヲ訴 フ.無 尿.頭 痛.

 15/VI 輸 血.「 コ アグ ロー ト」注 射.無 尿.頭

痛.

 16/VI 午 前3時 頃 ヨ リ急 ニ胸 内苦 悶 ヲ訴 へ,

呼 吸困 難 ア リ.頭 痛 ヲ訴 へ,午 前7時 輕 変 ノ痙 攣

ガ右腕 ニ現 ハ ル.意 識 ハ 明瞭,脈 搏 體 温 ハ正常.

血 性尿 ハ僅 カ點 滴状.午 前9時 ニ臨牀 上恰 モ尿毒

症 ノ状 況 ニ テ死 亡 セ リ.

第3章 病 理 解 剖 學 的 及 ビ組 織 學 的 所 見

 第2例 今 井 某 18歳 男 子 商 店 員.

 臨牀 診 断. Henoch 氏 腹 性 紫 斑病.

 病 理 解 剖學 的診 斷.

 1. 亞 急性 滲 出性 出血 性絲 毬 體 腎炎.

2. 壊 疽 性 纎 維 素 性 輸 尿管 炎.

3. 腸 及 ビ膀 胱 粘膜 ノ出 血性 炎症 及 ビ粘 膜 下 組

  織 ニ於 ケ ル結 節 性 動脈 周 圍炎.

4. 小 腸 及 ビ大 腸 水腫.

5. 出血 性 脾 炎.

6. 兩 側胸 水 及 ビ腹 水.

7. 肋 膜,胃 腸 漿 液 膜,心 外 内膜 ニ於 ケ ル溢 血.

 本 例 ハ 心臟,脾 臟,肝 臟,腸,腎 臟,輸 尿 管,

膀 胱 等 ニ於 テ 何 レモ甚 ダ著 明 ナ ル血 管 周 圍 炎 ヲ認

メタ.コ ノ炎 症 ハ 局所 組 織 ノ浮腫 性 軟 化,纎 維 素

性 變 化乃 至 ハ壊 疽,著 明 ナル 核 崩 潰 ヲ共 通 ノ特 徴

トシ,腸 管 膀 胱 腎臟 輸 尿管 ニ ハ之 ニ加 フル ニ著 シ

キ 出血 ヲ伴 ヒ,往 々多量 ノ纎 維 素 ノ析 出サ レル ヲ

認 メ タ.組 織 ノ異 ナ ル ニ從 ツテ組 織 像 ニ多 少 ノ相

違 アル モ,之 ガ實 驗動 物 ニ於 テ屡 々研 究 サ レ タ

「ア ナ フ イ ラキ シ ー」性 炎 症 ニ一 致 スル コ トハ疑 ヲ

容 レナ イ.

 小 腸 大 腸 ノ肉 眼像(第1圖,第2圖)及 ビ組織

像.(第3圖).輸 尿 管組 織 像(第4圖)及 ビ腎臟

組 織 像(第5圖)ヲ 次 ニ示 サ ン.

 小腸 大腸 全 長 ニ亙 リ漿膜 及 ビ粘 膜 ニ暗 赤 色 ノ 出

血竈 ヲ諸所 ニ點 在性 ニ認 メ タ リ.第1圖 ハ 小 腸 ノ

漿 膜 面,第2圖 ハ 大 腸 粘膜 面 ノ出血 竈 ヲ示 ス.盲

腸 部 ニ近 ヅク ニツ レテ 出血 著 明 ニ シテ粘 膜 ノ ミナ

ラズ粘 膜 下組 織 ニ於 テモ高 度 ナ リキ.小 腸 粘 膜 下

層 ノ結 締 織 ハ 軟 化 シ 血 管 ノ充血 及 ビ 出 血 ア リ.

血 管 ノ 周圍 又 ハ 其 ノ1側 ニ 壊疸 性纎 維 素 性炎 症

(Nekrotisierende Veranderung)ア リ.併 シ大

ナ ル竈 ヲ形 成 セ ズ.淋 巴濾 胞 ハ「ア レル ギ ー」性 炎

症 ニ特 異 ナル 變 化 ア リ.又,中 心 部 ニ壊 死 及 ビ纎

維 素 ノ出現 ア リ.白 血 球 ノ浸 潤 及 ビ細 胞 核 崩 壊 著

明ナ リ.

 輸 尿 管.粘 膜 ノ出血 部 ハ表 面 平 滑 ナ ラズ.粘 膜

ハ 大 部 分 缺 損 シテ所 々粘 膜 下 層 ニ化 膿 性 壊 疽 性 炎

症 ヲ起 シ潰瘍 ニ變 化セ リ.深 層 ノ動 脈 周 圍 ニ甚 ダ

著 ンキ化 膿 性 壊疽 性 炎症 ア リ.血 管 壁 ハ 周 圍 ノ結

締織 ト共 ニ硝 子 樣壊 死 及 ビ纎 維 素 性 變 化 ヲ起 セ リ.
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第1圖 小腸漿膜面ノ出 血像 第2圖 大腸粘膜面 ノ出血像

第3圖 廻腸出血竈組織像
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第4圖 輸 尿 管 組 織 像

第5圖 腎 臟 組 織 像
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筋 肉層 ヲ中 心 ニ甚 ダ著 シ キ充 血 及 ビ溢 血 ア リ(第

4圖).

腎臟.間 質 ハ水腫 性鬆 疎,其 ノ部 ノ毛 細 血 管 ハ

散 在性 ニ出 血 シ,絲 毬 體 周 圍 ノ部 分,而 モ血 管 ヲ

中 心 トシ テ竈 状 ノ著 明 ナル 局 所結 締 織 ノ纎 維 素 樣

變 化 ヲ認 メ,「 エ オヂ ン細 胞 」ノ浸 潤 ア リ,其 ノ部

ノ白 血球 淋 巴球 ノ核變 性 ヲ認 ム(第5圖).

第4章 総 括 考 按

抑 モ,自 然 ノ状 態 デ 出血 ガ容 易 ニ起 ラヌ 爲 メニ

ハ,又 一 度 出 血スル モ直 チ ニ止 血 スル爲 メ ニハ 次

ノ如 キ種 々 ノ條 件 ガ必 要 デ ア ル.

(a)血 管壁 ガ緻 密 デ滲透 性 ガ増 進 シ テヰ ナ イ コ

ト.(b)血 液 ノ形態 學 的 成 分殊 ニ血 小 板 ノ數 ガ正

常 デ ア リ,且 其 ノ働 ガ正常 デ アル コ ト.血 小板 ニ

ハ2ツ ノ作 用 ガ ア リ,其 ノ1ツ ハ 血 小板 血 栓 ヲ作

ル働 ト,他 ハ纎 維 素 ヲ收 縮 セ シ メテ血 栓 ヲ鞏 固 ニ

スル 働 トデ ア ル.(c)血 液 ノ化 學 的 成 分殊 ニ凝 固

ニ必 要 ナ ル 「トロ ンボ キ ナ ー ゼ」,「 フ ィブ リノ ー

ゲ ン」,「 カル シ ウ ム」等 ガ正 常 量 ニア ル コ ト.

以 上3條 件 ヲ根 據 トシテ 今 日 デハ 次 ノ如 ク 出血

素 因 ヲ分 類 シ テヰ ル.

1. 第1條 件(a)ノ 缺 ケ タルモ ノデ,從 來 ノ

分類 デハ單 純 性 紫 斑病,「 ロ イ マ チ ス」性 紫 斑 病,

腹 性紫 斑 病 ト云 ハ レタモ ノ デ,現 在 デハ 是 等 ハ1

ツ ノ疾 患 ト見 做 サ レ,關 節病 トカ胃 腸症 状 トカハ

其 ノ一症 状 ニ過 ギ ナ イ トサ レテヰ ル.從 ツテ 名 モ

Schonlein-Henochノ 紫 斑 病 ト呼 バ レル.

尚 ホ其 ノ他 ニ壞血 病,メ ル ラ ー バ ロ ウ氏 病,或

ハ 電撃 性 紫 斑 病 モ之 ニ屬 スル.又 種 々 ノ傳 染病 殊

ニ敗 血 症,腦 脊 髓膜 炎,尿 毒 症,膽 石症 等 ノ場 合

ニ來 ル血 小 板 減 少 ヲ伴 ハ ナ イ出血 性 素 質 モ 之ニ屬

ス ル.

2. (a)及 ビ(b)ノ 條 件 ガ缺 ケ テ ヰ ル モ ノ デ,

之 ニハWerhof氏 病,種 々 ノ傅 染病,或 ハ 自家 中

毒,中 毒,血 液病 等 ノ場 合 ニ來 ル血 小板 減 少 ヲ伴

フ出血 性 素 質 ガ 之 ニ屬 ス.

3. (a)及 ビ(c)ノ 條 件 ノ缺 ケ テヰ ル モ ノデ,

血 友 病 ト纎 維 素 減 少症(Fibropenie)等 ガ之 ニ屬

ス ル.

以 上 ノ樣 ナ譯 デ アル カ ラ出血 性 素 質 ノ患者 ヲ診

タ場 合ハ 血 液 檢 査 ガ必 要 デア ル.血 小 板 減 少 ノア

ル時 ハ血 液 ノ出 血 時 間 ヤ血 餅 ノ收 縮 力 ハ 著 シ ク惡

ク ナ ル ガ,凝 固 時 間 ニハ 著變 ガ ナ イ.夫 レニ反 シ

テ血 液化 學 成 分 ニ異常 ノア ル 出血 性 素 質 デハ凝 固

時 間 ハ著 明 ニ延 長 スル ガ,出 血 時 間 ヤ 血 餅收縮 力

ハ 著 シ キ異 常 ヲ呈 シナ イ.

著者 ノ2例 ノ患 者 ヲ見 ル ニ何 レモ血 小 板 數,血

液凝 固時 間,出 血 時 間 ハ 何 レモ著 變 ヲ認 メナ イ.

從 ツ テ上 記 ノ第2或 ハ 第3ノ 疾 患 デハ ナ イ.又,

定 型 的變 化 ヲ血 液 像 ニ認 メヌ.他 方 又 之等 ノ患者

ニハ 何 レモ激 烈 ナ ル 胃腸症 状 ガ ア リ,輕 イ關 節痛

ガ ア リ,又,皮 膚 ニ著 明 ナ ル 出血 ガ ア リ,第2例

ニ於 テ ハ著 シ キ血 尿 ガ ア ツ タ ノデ アル カ ラ第1ノ

種 類 即 チ血 管 性 紫 斑 病 デ アツ テ,昔 ノ所 謂腹 性紫

斑 病,今 ノSchonlein-Henoch氏 紫 斑病 デ ア ラ ウ

ト思 ハ レル.本 症 ハ 又 其 ノ症 状 ガ過 敏 現象 ト酷似

シ テ ヰ ル ノ デGlanzmannハ 「ア ナ フ イ ラキ シー」

樣 紫斑 病Anaphylaktoide Purpuraト モ唱 ヘ,

更 ニ夫 レ ヲ慢 性 間 歇 型,急 性 傳 染 病 型,急 奔 性型

ト分類 シ テ ヰ ル.

コ ノ紫斑 病 ハ子 供 カ若 年 ニ來 ル.大 抵 ハ一 般症

状 ガ犯 サ レル モ發 熱 ハ ナ イ カ或 ハ 輕 度 デア ル.全

身 倦 怠,頭 痛,食 慾 不 振 等 ガ ア ル.

主 ナ症 状 ハ皮 膚 出血 デ殊 ニ四肢 ニ多 ク,左 右 對

稱 的 デ再 發 ヲ來 ス事 ガ 多 ク,又 皮膚 ニ ハ出 血斑 ノ

外 ニ,蕁 麻疹,俘 腫,紅 斑 ノ來 ル コ トガ多 イ.余

等 ノ2例 ノ患者 ニ於 テ モ蕁 麻 疹,浮 腫 ハ認 メ ラ レ

ナ カ ツ タ ガ,其 ノ他 ノ症 状 ハ 總 テ具備 シテヰ タ.

第2ノ 大 切 ナ ル症 状 ハ コ ノ2人 ノ患者 ニ モ認 メ

ラ レタ如 ク關 節 痛 ノ來 ル事 デ 自發 痛 竝 ニ壓 痛 ガア

リ,甚 シ クナ ル ト開 節 ガ腫 脹 シ,筋 肉 或 ハ腱 ニモ

疼 痛 ヲ來 ス コ トガ ア ル.

第3ノ 症 状 ハ腹 部 疝 痛 デ,惡 心,嘔 吐,吐 血,
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下痢,稀 ニ裏急 後 重,下 血等 ハ木 症 ノ主要 徴 候 デ

ア ル ニ拘 ラズ他覺 的 ニ認 メウベ キ所 見 ニ甚 ダ乏 シ

イ,僅 ニ腹 部 ノ壓 痛 ハ 多 ク ノ例 ニ於 テ常 ニ認 メラ

レル症 候 ナ リ ト雖 モ,コ レ トテ其 ノ限 局部 位 ハ 各

例 ニ ヨ リ甚 シ ク相 違 シ テヰ ル.即 チ,ア ル モ ノハ

肋 骨 弓下,臍 上部 デ一 定 シナ イ.成 書 ニ ヨ レバ 臍

ト劒 状突 起 ノ中 間 即チ,横 行結 腸 部 ニ多 ク壓 痛 ヲ

見 ル ト云 フ.又 壓 痛 點 ガ不 定 ニ移 動 スル モ ノア リ.

余 等 ノ第1例 ニ於 テハ 腹 壁 ハ平 坦 緊張 シ臍 ヲ中

心 トシテ疼 痛 ア リ,第2例 ハ強 ク膨 滿 シ下 腹 部 ニ

疝 痛 ヲ訴 ヘ タル モ腸 管蠕 動 ハ認 メラ レナ カ ツ タ.

第1例 ニ於 テハ レ線 撮影 ニ ヨ リ十 二指 腸 球 部 以 下

ニ於 テ腸擴 張 ヲ認 メ.通 過 障碍 ニ ヨル蠕 動 亢進 ヲ

認 メタ.尚 ホ腹 部 ノ限 局性 腫 脹 ハ 稀 ニ遭 遇 スル症

状 デ,時 トシ テ壓 痛 ヲ伴 フ事 ガ アル.文 獻 ヲ按 ズ

ル ニ同樣 ナ腫 脹 ハ屡 々遭 遇 スル モ ノデ,Herald,

Burtows, Sutterland氏 等 ハ 之 ヲ認 メ,漿 液膜 下

及 ビ筋層 内血 液 浸潤 ナ ラ ン カ ト云 フタ.又,皮 下

溢 血 斑 ヲ腹 部 ニ見 ル事 ア リ.時 ニ「イ レウヌ」ト誤

ラ レル例 モ アル.余 ノ2例 トモ肝 臟 脾 臟 ノ腫 脹 ハ

認 メラ レナ カ ツ タ.

扨 テ單 純 性 紫斑 病 ノ 原 因 ニ就 テ種 々 ノ論 議 ガ ア

ル ガ,大 體 ニ於 テ一 般 ノ承 認 ヲ得 テヰ ル ノ ハ,毛

細 管壁 ノ障碍 ヲ原因 ト スル説 デ,之 ハ 毛細 管 毒 ニ

ヨ ツテ毛 細 管 ノ機 能 ガ障碍 サ レ毛 細 管緊 張 ガ失 ハ

レ,コ ノ障碍 ヲ受 ケ タ血 管 壁 カ ラPer diapedesin

ニ出血 スル モ ノ デ,之 等 ヲ一 括 シ テ血管 性 紫斑 病

(Purpura Vasculosa)ト 云 フ.而 シテ コノ毛 細

管 中毒 症 ハ何 ニ ヨ ツテ起 因 サ レテ ヰ ル カ ト云 フ點

ニ就 テハ今 迄 全 ク不 明 デ ア ツ タガ,最 近 ニ於 ケル

血 液學 方 面 ノ發 達 ト共 ニ其 ノ眞 相 ニ關 シ テ諸種 ノ

説 ガ發表 サ レル ニ至 ツ タ.即 チ,第1ハCorb,

Widal氏 等 ニ ヨル細 菌説 デ アル.臨 牀 的 ニ發熱 ヲ

伴 ヒ,急 性傳 染病 ヲ思 ハ セル ヤ ウナ病 状 ヲ呈 スル

コ トヲ基 トシテ主 張 サ レテヰ ル ノデ,既 ニ病 原菌

トシテ ハ桿 状 菌,葡 萄状 及 ビ連鎖 状球 菌 ガ記載 サ

レテヰ ル.Morawitz, Deneke氏 等 ハ更 ニ一歩 進

メテ敗 血 症 樣 ノ モ ノ デハ ナ イ カ ト ノ疑 ヲ抱 イ テヰ

ル.

第2ノ 説 ハ 「ヒ ス タ ミ ン」樣 毒 素 ニ ヨ ツテ毛 細 管

中毒 ヲ來 ス ノデ ア ラ ウ ト云 フFrank及 ビ其 ノ一

派 ノ モ ノ デ アル.

第3ノ 説 ハAnaphylaxieニ 由 ル モ ノ デ,未 ダ

不 明 ノ アル モ ノ ノ傳 染 ニ ヨ ツテ惹 起 サ レタ過 敏 症

毒 素 ノ作 用 デ,夫 レハ屡 々血 清 病 ト類 似 スル 點 カ

ラ シ テモ 明 カ デ ア ル トGlanzmannハ 主張 ン,特

ニAnaphylaktoide Purpuraト 云 フテ ヰ ル.最

後 ノ説 ハAllergieニ 歸 セ ン トスル モ ノデ,本 病 ヲ

Allergie性 素 質 ニ因 ルモ ノ トシ,其 ノ結 果 トシ テ

全 身毛 細 管 ノ障碍 ヲ來 スノ デ ア ル ト云 フ.果 セル

哉,余 ノ第2例 ノ剖 検 例 ニ於 テ ハ全 身 ノ主 要 臟 器

ニ廣 汎 ナルAllergie性 病 變 ヲ認 メタ ノデ アル.

即 チ,第2例 ノ剖 檢 後病 理 解 剖 學 的 及 ビ鏡 檢 所

見 ヨ リ之 ヲ按 ズ ル ニ最 モ著 明 ニシ テ 且特 徴 アル 變

化 ハ腎臟 以 下尿 道 及 ビ腸 管 ノ變 化 デ アル.腎 臟 ニ

於 テ 出血 性滲 出性 絲 毬體 腎炎 ノ状 著 明 ニ シ テ屡 々

絲 毬 體 周 圍 炎及 ビ其 ノ周 圍 ニ存 スル 一 部 ノ細 小 血

管 ハ周 リ ニ ハ 結 節 性 血 管 周 圍炎 ノ 組 織 像 ヲ呈 ス

Allergische Reaktionノ 竈 ヲ見 ル.尚 ホ 其 ノ他

毛 細 管 ハ 一般 ニ充 血 著 シ ク屡 々到 ル處 ニ 出血 ヲ見

タ.又 輸 尿 管 及 ビ膀 胱 ノ粘 膜 ニハ 壞 死 性 化 膿 性 出

血 性 炎症 著 明 ニ シ テ特 ニ輸尿 管 ニ於 テ其 ノ所 見 顯

著 デ アル.斯 ル炎 症 ハ粘 膜下 層 ヲ越 エ テ筋 層 ニ達

シ,粘 膜 下層 ニ テハ 之 ニ加 ヘ テ 充血,水 腫 及 ビ血

管 周 圍炎 ノ變 化 ヲ散 在性 ニ見 ル.一 方 腸 管 ニ於 テ

ハ 其 ノ變 化 廻 腸 ヲ中心 ニ最 モ強 度 ニ シ テ,大 腸 及

ビ直 腸 ニ至 ル ニ從 ヒテ漸 次輕 度 トナル.即 チ,粘

膜 下 層 ニ於 テ ハ 出血性 炎症 著 明 ニシ テ,カ カル 炎

症 ハ膀胱 及 ビ輸 尿 管 ノ如 ク粘 膜 下層 ヲ通 シ筋 層 ニ

至 ル ニ從 ヒ輕 度 ナル モ,粘 膜 下層 ニ於 テハ 甚 ダ高

度 ナル水 腫 及 ビ纎 維 素性 ノ著 シキ血 管 周圍 炎 ノ像

ヲ示 スAllergische Reaktionノ 竈 ヲ散 見 ス.

以 上 出血 水 腫,血 管 周 圍 炎,絲 毬 體 腎炎 及 ビ絲

毬 體 周 圍 炎等 ハ腎 及 ビ腸 ノ組 織 「ア レル ギ ー」ノ所
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見 トシテ ヨ リ存 スル モ ノニ シ テ,本 例 ニ テ ハ尚 ホ

其 ノ他 肺,脾 ノ充 血 出血 水 腫 又 ハ漿 液 膜 ノ浴 血 及

ビ體 腔 内 ノ體 液 蓄 積等 ガ認 メラ レ,之 等 ハ 矢 張 リ

組 織「ア レル ギー 」ノ存 在 ヲ裏 書 スル ガ如 シ.即 チ

體 ノ至 ル所 ニAnaphylaktoide Reaktionノ 存 在

ヲ認 メタ.

尚 ホ病 歴 及 ビ其 ノ臨牀 症 状 ヨ リ問題 トナ ル ノハ

慢 性 尿毒 症 デ アル ガ,患 者 ノ死 亡 數 以前 ヨ リノ病

状 即 チ尿量 ノ強 度 ノ減 少,蛋 白,血 尿,嘔 吐,胃

腸 症 状,紫 斑 及 ビ剖檢 所 見 トシ テ絲 毬 體 腎 炎,漿

液 膜 ノ出血 斑 及 ビ漿 液性 炎 症 等 ノ存 在 セル コ トヨ

リ推 シ テ,コ レガ直 チ ニ尿 毒 症 ヲ否 定 シ得 ナ イ.

即 チ初 メAnaphylaktoide Purpuraニ 發 病 セ シ

モ ノ ガ,其 ノ病 變 タル絲 毬 體 腎 炎 ニ ヨ リ蛋 白代 謝

障 碍 ヲ來 シ尿 成 分 ノ蓄 積 ヲ起 シ尿毒 症 ノ状 態 ニ テ

死 亡 セル モ ノナ ラ ンカ トス ラ想 像 サ レル.Bauer

及 ビLedererハ 皮 膚 出血,關 節痛,腹 部 疝 痛,關

節 水 腫 ニ加 フル ニUraemischer Komaヲ 起 セ ル

出血 性 腎炎 ノ紫 斑 病 ノ1例 及 ビ皮膚 出血,關 節 腫

脹,腹 部 疼痛,嘔 吐,同 時 ニ 出血 性 腎炎(9‰ 蛋

白尿)ノ 症 状 ヲ有 セ シ紫 斑 病 ノ患者 ガ尿 毒 症 ヲ起

シ死 亡 セ ル例 ヲ,又Lippmannハ6例 中2例 ニ尿

毒 症 ニ テ死亡 セ シ例 ヲ報 告 シ テヰ ル.又Hutinel

ハ 紫 斑 ノ際 ノ腎 炎 ハ其 ノ治 癒 傾 向 ガ惡 シク尿 毒 症

又 ハ 何 カ他 ノ合 併 症 ニテ死 亡 スル ト云 フ.

次 ニ馬 杉氏 ハallergische Entzundungト シ テ

現 ハ レルNephrotoxinnephritisヲ 實 驗 的 ニ經 驗

シ,人 類 ニ於 テ モ 同樣 ノ現象 ノ成 立 ヲ證 明 シ,屡 々

斯 ル病 變 ガ慢 性 二 次 性 萎縮 腎 ニ移 行 シ死 亡 スル ト

述 ベ タ.斯 ク シ テ紫 斑 病 ノ強 度 ナル 出血性 腎炎 ガ

急 性或 ハ慢 性 ニ腎 機能 ノ廢 絶 ヲ起 シ尿 毒症 ニ移 行

スル コ トハ文 獻 上 ヨ リモ 又實 際 上 ヨ リモ肯 カ レ得

ル 處 デ,本 例 ニ於 テモ末 期 ニ發 現 セル モ ノナ ラ ン.

尿 毒症 合 併 ヲ強 ヒテ鑑 別 削除 スル必 要 ハ ナ イ.併

シ ナガ ラ本 例 ガ最 初 ヨ リ單 ニ腎炎 ニ起 因 ジ紫斑,

關 節症 状 及 ビ胃腸 症 状 ヲ現 ハ シ,遂 ニ ハ尿 毒 症 ニ

ヨ ツテ死 亡 シ タ トハ 病歴 臨牀 症 状 ハ 別 トシ テ,本

例 ノ剖 檢所 見 ヨ リシ テモallergische Reaktionノ

存 在等 ニ ヨツ テモ否 定 サ レル.

之 ヲ要 スル ニ本 例 ハ病 歴 及 ビ臨 牀 症 状 ヨリシ テ

Henoch氏 腹 性紫 斑 病 ト考 ヘ ラ レタモ ノデ,剖 檢

ノ結 果 内臟 諸臟 器 ニ 「ア レル ギ ー」 性 變化 ガ ア ツ

タ.即 チGlanzmannノ 云 フanaphylaktoide

Purpuraニ 相當 スル症 例 ナル コ トヲ確 證 シ得 タ.

併 シ乍 ラ2例 ニ ツキ テ今 日Allergenハ 不 明 ニシ

テ其 ノ原 因的 關係 ヲ檢 討 スル 事 ハ 出來 ナ イ.

斯 ク シ テ内臟 諸臟 器 ニ現 ハ レタ「ア レル ギ ー」性

變 化 ノ モ トニ病状 ガ進 行 シ,腎 臟 ノ變 化 ニ基 ヅク

尿毒 症 樣 症 状 ノモ トニ死 亡 シ タモ ノ デ ア ラ ウ ト思

惟 ス.

最 後 ニ治 療 法 ニ言 及 スル.本 症 ハ 「ア レル ギ ー」

疾患 デ アル ガ「ア レル ゲ ン」ノ確 定 セザ ル 今 日唯對

症 療 法 アル ノ ミデ ア ル.

先 ヅ安 靜 ニ シ食 餌 ハ主 ニ果 物新 鮮 ナル 野菜 等 ト

シ,「 アル コ ール」ヤ「パ ン」類 ハ 殊 ニ制 限 スル.先

ヅ 第1ニ 大 切 ナル ハ腸 内容 ヲ一掃 スル コ ト,即 チ

下劑 ヲ與 ヘ テ腸 内容 ヲ排 出 シ,次 ニ獸 炭 末 ヤ 「ア

ル シ リン」 其 ノ他 ノ吸着 劑 ヲ用 ヒテ尚 ホ腸 内 ニ殘

存 セ ル毒 素 ヲ吸 着 セ シ メル.尚 ホ リンゲル氏 液其

ノ他 ヲ用 ヒテ既 ニ吸 收 サ レタ毒 素 ノ稀 釋 ニ努 メル

コ ト.

治 療 劑 トシ テハ「カル シユ ー ム」劑,殊 ニ葡萄糖

ト「カル シユ ー ム」トノ種 々 ノ製 劑 ノ内服 或 ハ注 射

ガ最 モ ヨ ク,「 ク ロ ー ル カ ル シ ユー ム」ノ 注 射 モ ヨ

イ.「 カル シ ウム」劑 ハ血 管 壁 ヲ緻 密 ニシ其 ノ滲透

性 ヲ減 弱 セ シ メル.「 鹽化 カル シ ウ ム」,「炭 酸 カル

シ ウ ム」,「乳 酸 カル シ ウム」 等 ハ 味 ガ惡 ル ク食 慾

ヲ害 シ且腸 ニ於 ケ ル吸 收 ガ不充 分 デ アル カラ良 ク

ナ イ.

次 ニ「ビ タ ミンC」 劑 ノ靜脈 内注 射 ヲ相 當大 量 ニ

用 フル ノ ガ良 イ.「 レ ドキ ソ ン」,「カ ンタ ン」,「チ

エ ビ オ ン」,「 ア ス コル チ ン」,「 ビ タ ミン」,「ビ ト

ン」 等 ガ アル.

之 等 ハ 血 液 凝 固 ヲ促 シ血 小 板 數 ヲ増 加 セ シ メル
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働 ノ外 ニ血 管 壁 ヲ緻 密 ニ スル.

其 ノ他 輸血,血 液血 清 ノ注射,或 ハ 蛋 白體 ノ注

射 ハ本症 ガ「ア ナ フ イ ラキ シ ー」ト關 係 ガ深 イ關係

上,賛 否 兩説 ガ アル.

尚 ホ其 ノ他 對 症 的 ニ腹 痛 ニ對 シテハ 「ア トロ ピ

ン」或 ハ 「ロ ー トエ キ ス」 ヲ用 フル トカ,關 節痛 ニ

ハ 「ザ リチ ール酸 」製 劑等 ヲ用 フ.

第5章 結 論

著者 ハ2例 ノ腹 性 紫 斑病 ノ患者 ヲ經 驗 シ,第2

例 ハ 死後 剖 檢 シ タ.

1) 第1例 ハ25歳 男 子 ノヘ ノツ ホ氏 腹 性 紫 斑

病 ノ患者 ニ シテ 入院 加 療 ニ ヨ リ全 治 シ タ.

2. 第2例 ハ18歳 男子 ノヘ ノ ツホ氏 腹 性 紫 斑

病 ニ シテ 發病 後 急激 ナル 經過 ヲ トリ,死 亡數 日前

カ ラハ尿 量 ノ極 度 ノ減 少及 ビ血 尿 ヲ生 ジ臨 牀 上 尿

毒 症 ノ状 況 ニ テ死 亡 シ タ.

之 ハ剖檢 所 見 ヨ リ按 スル ニ,初 メAnaphylakt

oide Purpuraニ 發 病 セ シモ ノガ滲 出 性血 性 絲 毬

體 腎炎 發 生 ニ ヨ リ蛋 白代 謝 障碍 ヲ來 シ,尿 成分 ノ

蓄 積 ヲ來 シ尿 毒 症 ニ移行 セル モ ノ カ ト考 ヘ ラ レル

尚 ホ剖 檢 上顯 著 ナル ハ壞 疽 性 纎 維 素性 輸 尿 管 炎,

腸及 ビ膀胱粘膜 ノ出血性炎症及 ビ粘膜下組織 ニ於

ケル結 節 性 動脈 周圍 炎 デ アル.要 スル ニ本 例 ニ於

テハ剖 檢 上,心 臟,脾,肝,腸,腎,輸 尿 管,膀

胱 ニ最 モ著 明 ナル血 管 周圍 炎 ヲ認 メタ.

コ ノ炎症 ハ局 所組 織 ノ浮 腫 性 軟 化,纎 維 素 性 變

化 乃 至 ハ壞 死,著 明 ナ 核破 壞 ヲ共 通 點 トシ テ ヲ リ,

腸,膨 胱,腎,輸 尿 管 ニ ハ之 ニ加 フ ル ニ著 シキ 出

血 ヲ 伴 ヒ,多 量 ノ 「ブ イブ リ ン」 ノ排 出 サ レル ヲ

見 タ.組 織 ノ異 ナ ル ニ從 ツテ組 織 像 ニ多 少 ノ相 違

ハ アル ガ,之 ハ 實 驗 動 物 ニ於 テ屡 々研 究 サ レ タル

「ア ナ フ イ ラキ シ ー」炎症 ニ一 致 スル コ トハ 疑 ヒ ヲ

容 レナ イ處 デ ア ル.

本 例 ノ如 ク全 身 ニ廣 汎 ナル「ア ナ フイ ラ キ シ ー」

炎 症 ヲ來 セ ル ハ 人體 剖 檢 ニ於 テ ハ世 界 文 獻 ニ之 ヲ

見 ナ イ モ ノデ ア ル.併 シ乍 ラ本 例 ニ ツ キ 「ア レル

ゲ ン」 ハ 不 明 デア ツ テ,其 ノ原 因的 關 係 ヲ檢討 ス

ル事 ハ 出來 ナ イ.

擱 筆 スル ニ當 リ終 始 御 懇 篤 ナ ル 御指 導 ト御

校 閲 ヲ賜 ハ リ タル恩 師 津 田教授 ニ深 甚 ナ ル謝

意 ヲ表 シ,有 益 ナ ル御 助 言 ヲ賜 ハ レル濱 崎助

教 授 竝 ニ三 船博 士 ニ深 謝 ス.
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Aus der Chirurgischen Klinik der Medieinischen Fakultat Okayama 

 (Vorstand: Prof. Dr. S. Tsuda).

2 Falle von Morbus Schonlein-Henochii einschliesslich einer Sektion.

          Von 

    Dr. Sei Koshimune. 

 Eingegangen am 2. April 1942.

   Der Verfasser berichtet uber das klinische Bild von 2 Fallen des Morbus Schonlein-

Henochii ausfuhrlich. Im Vordergrund dieses Bildes stehen rheumatische Erscheinungen 

an den Gelenken und Muskeln, daneben auch eine hamorrhagische Diathese, die durch 

 Hautblutungen, abdominelle Blutungen und Leibkoliken zum Ausdruck kommt. 

   I. Fall: Ein 25 jahriger Arbeiter. Am 24. Feb. 1939 in die Klinik aufgenommen. 

Am 3. April desselben Jahres wurde er wesentlich geheilt entlassen. 

 II. Fall: Ein 18 jahriger Arbeiter. Am 5. Juni 1939 in die Klinik eingeliefert. 

In diesem Fall trat gegen Ende der Erkrankung eine hamorrhagische Nephritis mit einer

sehr erheblichen Hamaturie auf, die zweifellos doppelseitig war. Ausserdem entwickelte

sich beim jetzt moribunden Kranken eine Uramie mit mittelstarken Oedemen. Der Tod

erfolgte bald darauf, am 16. Juni. 

   Die Sektion ergab massenhafte allergische Veranderungen (periarterielle fibrinoide 

 Entzundungen) an den verschiedenen Organen. 

 Pathologisch anatomische Befunde: 

   1. Subakute exsudative hamorrhagische Glomerulonephritis. 

   2. Gangranose fibrinoide Ureteritis. 

   3. Hamorrhagische Entzundung und Periarteritis nodosa submucosa des Darmes 

 und der Blase. 

   4. Oedeme am Dunn-und Dickdarm. 

   5. Hamorrhagische Splenitis. 

   6. Hydrothorax duplex und Ascites. 

   7. Pleurablutung, Magendarmserosa und Perikarditis. (Autoreferat)
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